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意見書の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

可決された主な意見書（概要）

「労働者協同組合法（仮称）」の早期制定を求める意見書

　わが国では、生産年齢人口が減少しており、労働力の不足や事業所の運営などが大きな課
題となっています。その一方で、各自のライフスタイルに応じた働き方へのニーズが高まっ
ており、地域の課題解決と多様な働き方に対応した労働環境の整備が求められています。
　こうした状況の中、労働者自らが出資し、事業を運営し、地域ニーズに応じた事業に取り
組む労働者の協同組合に係る新たな法人制度の創設を求める声が高まっていますが、今日ま
で法制化の実現には至っていません。よって、国会および政府に対し、以下の事項に取り組
むよう強く要望するものです。
①出資と労働が一体となった組織であり、地域に貢献し、地域課題を解決するための労働
者協同組合（仮称）の設立を可能とするため、「労働者協同組合法（仮称）」を早期に制定
すること。

②労働者協同組合（仮称）の設立に当たっては、その活動の健全な発展を促進するため、簡
便な手続きで設立できるよう準則主義によるものとすること。

高齢者の安全運転を支える対策等の
更なる推進を求める意見書

　交通事故の発生件数は減少傾向にありますが、全体に占める75歳以上の高齢運転者による
死亡事故件数の割合は増加しています。75歳以上の運転免許保有者は、今後一層の増加が見
込まれていることから、高齢者の安全運転を支える対策のさらなる推進と併せて、高齢者が
運転免許を自主返納しやすい環境を整備するための議論をより一層活発化させる必要があり
ます。よって、政府に対し、以下の事項に早急に取り組むよう強く要望するものです。
①衝突被害軽減ブレーキやペダル踏み間違い時加速抑制装置などの安全運転を支援する装
置を搭載した「安全運転サポート車」や既販車への後付けのペダル踏み間違い時加速抑
制措置の普及啓発の推進を図るとともに、高齢者を対象とした導入促進施策を検討する
こと。

②運転免許については、高齢ドライバー専用の新たな運転免許の創設に向けた検討を進め
ること。

③運転免許を自主返納した高齢者が、普段の日常生活を送ることができるよう必要な施策
の検討を加速させること。
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